
編集後記  

●長い歴史の中で，地球の平均気温は大きく変動して  

きたといわれている．大気構成も「数十億年」の地球  

サイクルで見ると，大きく変動したようだ．気温や大  

気だけではない，隕石は頻繁に衝突し，想像を絶する  

火山活動があり，大陸は離合集散を繰り返してきた．  
地球時計という気の長くなるスパンで考えると，地球  

は激しく変化し続けたとし－うことなのだろう．こう考  

えると「地球環境変化のダイナミズム」に対して，改  
めて驚愕の念を禁じ得ない．  

●今月号の特集は「温暖化対策としての市場メカニズ  

ム」である．「地球レベルでの環境問題」をより合理  

的に解決するためには「限界削減コストがより小さい  

国（or企業）が削減すること」が全球的にみて効率  

的である．これを可能にするツールが「排出権取引な  

どの市場メカニズム」だ．排出権取引が始まれば，市  

場メカニズムにより資産価値が与えられ，通貨，商品，  

債券など同様に「価格変動リスク」に晒される．これ  
に対処するために「リスクマネジメント手法」が要求  

され，金融工学などOR的手法が活躍する世界が開け  

る．まさに「人為的な取組み」といえる．  

●人間の営みは，地球の長い歴史を見渡せば，一瞬の  

出来事かもしれない．しかし，われわれは「近代文明  

史という一瞬」で化石燃料を一気に燃やし，CO2濃  

度を急増させてしまった．今度は，このような複雑な  

しくみを作り，大気中の二酸化炭素濃度のコントロー  

ルに取り組むという「壮大な社会実験」に今挑戦して  

いる．  （高橋一書）  
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